
センターTOPICS

令和５年８月２９日

保全センター所長からの説明

筑波大学院生現地レクチャー

オガサワラセスジゲンコウロの池

恒例の儀式ありがとうございます

マルハチ（木生シダ）の説明

今年も、筑波大学院の吉田教授（科学委員会委員）からご依頼を受け、筑波大学院生18名
を受け入れ、現地レクチャーを行いました。東平アカガシラカラスバトサンクチュアリから初
寝山方面へ向かいながら、保全センター職員及び自然保護指導員から、島の生態系や乾性低木
林の特徴、アカガシラカラスバトサンクチュアリの設置の経緯等について説明し、理解を深め
ていただきました。
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	Slide 2: 総合学習の一環として、父島電信山歩道近くの国有林において、小笠原中学校１年生 24名が参加して、モクマオウ等の外来種の駆除体験を実施しました。モクマオウは 明治１２年頃、荒廃地へ植林するため移入されたとされています。 当日は、保全センター職員から、外来種駆除の必要性等を説明したのち、ノコギリでモクマオウ等伐採作業を実施しました。ノコギリの使い方に慣れていない生徒も多く、センター職員が力の入れ方や伐採のコツを指導しました。 外来種の駆除をとおして、島の子供達に島の自然を守ることの大切さを感
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